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製造販売元（文献請求先及び問い合わせ先）

東京都中央区日本橋本町三丁目４-１４

「効能又は効果」、「用法及び用量」、「禁忌を含む注意事項等
情報」等については電子添文をご参照ください。

配信

Rhoキナーゼ阻害薬 /α２作動薬配合剤
‒緑内障・高眼圧症治療剤‒

配合点眼液

処方箋医薬品：注意－医師等の処方箋により使用すること
〈リパスジル塩酸塩水和物・ブリモニジン酒石酸塩配合点眼液〉

主催：

グラアルファ Webカンファレンス

視聴方法は見開きページをご確認ください。▶▶▶

① インターネットを通じて、ご参加いただけるカンファレンスです。
② 講演時間中、インターネットを通じて、随時ご質問を受け付けております。
　 お寄せいただいたご質問は、講演の最後にご回答いただく予定です。

Webカンファレンスとは、

薬価基準収載

どう使う？いつ使う？
グラアルファと多剤併用療法の考え方
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Webカンファレンス視聴に必要な推奨環境
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緑内障薬物治療では目標眼圧達成のため多剤併用を要する症例が多い。近年の緑内障点眼薬
の多種多様化に伴い、さまざまな点眼薬の組み合わせが可能だが、多数の点眼薬を使うことに
よるトラブルも少なくなく、アドヒアランスの維持や副作用回避の観点から多剤併用療法に
おける配合薬の有用性は高い。
今回、リパスジルとブリモニジンの配合剤グラアルファが臨床使用可能となった。他剤とは
異なる作用機序として主流出路の房水流出を促進する眼圧下降薬であるROCK阻害薬に関し
ては、本邦で初めての配合剤である。本講演ではROCK阻害薬の有用性と可能性、そして多剤
併用療法のなかでの使い方についてまとめたい。

講演概要

2023年3月15日（水） 19:00～20:00日時

演者
准教授

※講演時間中は巻き戻し再生が可能です。（詳細は見開きページ）

東京大学医学部眼科学教室

 本庄 恵 先生


